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（
下
川
前
掲
論

文）
。

こ

の

よ

う
に

、

闇
斎
の

「

神
」

概
念
を

「

理
」

と

捉

え
る

か、

「

気
」

と

捉
え
る

か
、

と
い

う
争
論
が

あ
る

。

し
か
し

、

そ

の

晩
年
大
著
で

あ
る

『

文
会
筆
録
』

に

引
か

れ
る

「

神
」

に

関
す
る

語
を

見

る

と
、

闇
斎
は

や
は

り
朱
子
学
の

「

神
」

概

念
を
そ
の

ま
ま

継
承
し

て
、

「

神
」

を、

「

鬼

神
」

に
お
け
る

「

神
」

の

よ

う
に

「

気
」

と

規
定
し
、

実

体
の

意
味
で

使
う
場
合
と
、

実
体
で

は
な

く
神
妙
な

作
用
と
し

て

使
う
場

合
と
に

分
け
て

い

る
。

更
に

神
妙
な
作

用
と
し

て

の

「

神
」

を
、

お

よ

そ

「

気
」

と

考
え
ら

れ
る
も
の

と
、

ほ

と

ん

ど

「

理
」

と

さ
れ
る

よ

う
な
も

の

と

捉
え
て

い

る
。

こ

れ
に

従
え
ば

、

「

神
也

者
理
之
乗
気
而
出
入
者
也
」

の

「

神
」

の

意

味
を
「

理
」

で

あ
る
か

、

「

気
」

で

あ
る

か
と

単
純
に

捉

え
る

こ

と
は

無
理
が

あ
る

こ

と

が

分
か
る

。

つ

ま
り

、

闇

斎
に

と
っ

て

の

「

神
」

は
、

「

理
」

だ

け
で

も
な

く、
「

気
」

だ

け
で

も

な

く
、

「

理
」

と

「

気
」

を
兼
ね
た

も
の

で

あ
る

。

　

闇
斎
の

こ

の

「

神
」

理
解
は

、

彼
の

神
道

論
（
神
話
解

釈
）

に

も

投
影

さ
れ

て

い

る
。

彼
は
、

天
御
中
主

尊
（
国
常
立
尊
と

同
体

異
名
）

を

本
源

の

神
、

「

化
生

万

物
」

の

唯
一

神
と

し

て

捉

え
る

。

一

方
、

彼
は

ま

た

「

惟
神
天
地
之
心、

惟
人
天
下
之
神
物

、

而
其
心
則
神
明
之

舎
」

と

述
べ
、

「

神
」

（
こ

の

場

合
は

神
徳

、

神
明）

が
万
物
に

遍
在
し、

ま
た
人
間
の

心

に

宿
る

も
の

で

あ
る

と

解
釈
し

て

い

る
。

つ

ま

り
、

闇
斎
に

お

い

て
「

神
」

は
二

重
の

意
味
を
持
つ

。

す
な

わ
ち

、

一

つ

は

実
体
と
し
て

の

「

理
」

が

備
わ
る

「

気
」

（

天

神
七

代
、

地

神
五

代
、

八

百

神
）

で

あ

り
、

も
う
一

つ

は
形
而
上
の

「

理
」

に

近
い

普
遍
的、

本
体
的
な
も
の

（
天
地
に

充
満

す
る

神
徳、

心
に

宿
る

神
）

で

あ
る

。

手
島
堵
庵
の

思
想
と

宗
教
体
験

澤

　
井

努

　

手
島
堵
庵
（
一

七
一

八

−
一

七
八

六
）

に

関
す
る

心
学
思
想
研
究
は
、

石
田

梅
岩
の

思
想

研
究
に

比
べ

て

そ
の

蓄
積
は

少
な
い

、

そ
の

中
で

も、

近

年
の

高
野
秀
晴

氏
に

よ
る

堵
庵

研
究
は

示
唆
的
で

あ
る

。

彼
に

よ

れ

ば

従
来
の

心

学
研
究
は

、

梅
岩
を

石
門
心

学
の

創
始
者
と
み

な
し
て

き
た

た

め
に、

心

学
の

「

創
始

者
」

で

あ
る

梅

岩
の

思

想
が

堵
庵
以

降
、

ど

の

よ

う
に

変
化
し

た
の

か
（
あ
る

い

は
し

な
か
っ

た
の

か
）

を

問
題
に

し
て

き

た
。

彼
は

梅
岩
と

堵
庵
の

「

語

り
」

に

注

目
す
る

こ

と
で
、

両
者
の

語
り

が

異
な
る

方
向
性
を
持
っ

て

い

た
こ

と
、

す
な
わ

ち
、

梅
岩
が

「

学
問
」

を

語
っ

た
の

に

対
し

て
、

堵
庵
は
「

梅
岩
」

を

語
っ

た

こ

と

を

指
摘

す

る
。

高
野
は

「

堵
庵
は

梅
岩
の

教
え
を
批

判
的
に

乗
り
越
え
よ

う
と
」

し

な
い

し
、

そ

の

意
味
で

堵
庵
の

思
想
内
容
に

「

新
し

さ

は

見
出
せ
な

い
」

ζ、＝
口

う
。

堵
庵
に

関
す
る
先
行
研
究
の

少
な
さ
は

、

こ

う
し

た

高
野
の

指

摘
と

矛
盾
し
な
い

。

　
本
発
表
で

は
、

こ

う
し
た

問
題
意
識
か
ら

、

梅
岩
と

の

関
係
を

切
り

離

し
て

堵
庵
の

心
学
思
想
を
捉
え

直
し
た
い

。

具

体
的
に

は
、

堵
庵
の

思

想

と
宗
教
体
験
の

密
接
な
連
関
を

明
ら
か
に
し
た
い

。

つ

ま

り、

本
研
究
は

堵
庵
思
想
そ
の

も
の

の

内
在
的
考
察
で

あ
る

。

　
ま

ず、

堵
庵
の

宗
教
体
験
を

構
造
論
的
に

考
察
す
る

こ

と

で
、

彼
の

到

っ

た

心
の

位
相
を

明
ら

か
に

す
る

。

堵
庵
の

「

宗
教
体
験
」

を
「

本
心
を

知
る
」

と

い

う
位
相
へ

到
り

、

そ
の

位
相
を
深
め
て

い

く
一

連
の

体
験
で

あ
る

と

理
解
し
た

場
合、

次
の

五

つ

の

段
階
に
分
類
で

き
よ

う
。

ま
ず、
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「

己
は

こ

れ
い

か
な
る

も
の

ぞ

く
」

と
修

行
す
る
中
で

、

あ
く
ま
で

理

性
的
に

「

我
即
虚
空
」

と
い

う
人

と

世
界
と
の

関
係
性
を

知
る．．

そ
の

見

地
に

対
し

て
、

梅
岩
門
下
の

斎
藤
全
門
か

ら

「

虚
空

成
我
」

が
世

界
を
ど

の

よ

う
に

捉
え
る

の

か
を
さ

ら

に

追
及
す
る

よ

う
に

諭
さ
れ
る

。

こ

こ

ま

で

が

第
一

段
階
に

当
る
。

続
い

て

第
「

の

段
階
と
し
て

、

全
門
の

教
導
を

基
に

工

夫
を

続
け
て

い

る

と
、

一
兀

文
二

（
一

七
三

七）

年
、

入
浴

後
に、

浴
衣
を
「

き
る

着
さ

す
」

と
い

う
性
に

「

微
に

通
ず
る

所
」

が
あ

り
、

全

門
を
再
び
訪
ね
た
と
こ

ろ
、

頬
を

打
た
れ
る

。

こ

の

衝
撃
的
な
出
来
事
に

よ

っ

て

「

忽

然
」

と
「

性
の

端
」

を

悟
る

。

そ
の

後、

直
ち
に

堵
庵
は

梅

岩
を
訪
ね、

自
ら
の

到
っ

た

境
地
に

つ

い

て

語
る

が、

「

其
知
り
た

る

性
」

（
初
性
の

端
）

を

養

う
こ

と
と

と

も
に

「

見
と

い

ふ

病
」

を
離
れ
る

よ

う

に

諭
さ
れ
る

。

次
に

第
三

段
階
で

は
、

彼
は
仏
説
に
裏
づ

け
る
形
で、

度

重
な
る

小
さ
な
気
づ

き、

悟
り
を
体
験
し、

次
第
に

「

見
」

が
薄
ま
っ

て

い

く
の

を

実
感

す
る
。

第
四

段

階
で

は
、

「

今
に
至
り
て

思
へ

ば
」

と

回

想
し
な
が

ら
語
る

よ

う
に、

「

見
と

い

ふ

病
」

は

既
に

な
く、

梅

岩
の

意

味
し

た

「

無
智
な
る
性
」

を
「

知
」

る
境
地
に
到
る

。

第
五

段
階
で

は
、

「

存
其
心
養

其
性

。

所
以

事
天
也

。

」

、

す
な
わ
ち
、

「

聖
賢
の

地
位
」

を

目

指
し

な

が
ら

「

私
案
な
く
し
て

常
に

心
明
な
る

鏡
の

如
く

」

（
「

存

其
心
」

）
、

「

私
案
と
い

う
私
を
以
て

本
心
の

邪

魔
」

（
「

養
其
性
」
）

を
し

な
い

よ

う
に

不
断
の

努
力
に
励
む

。

以

上

の

過
程
を
通
し
て
、

堵
庵
は

自
ら

の

位
相
を

深
化
さ
せ

た
。

　

堵
庵
が

「

此
方
の

学
問
は

本
心
を

知
ら

し
て

其
知
た

本
心
に

違
は

ぬ

ば

か

り
で

何
も

煩
多
こ

と
は

ご

ざ
ら

ぬ
」

や

「

学
問
の

大
意
は
此
天

理
ば

か

り
に

な
る

外
は

な

し
」

と

詒
る

と
き
、

彼
の

学
問
観
は

明
白
で

あ
る

。

つ

ま
り

、

「

本
心
を
知
る
」

こ

と
と
「

本
心
を

知
る
」

こ

と

で

体
認
し
た
「

道
」

を

ロ
常
生
活
の

中
で

体

現
す
る

（

11

本
心
に

背
か

ぬ

よ

う
に

す
る）

こ

と

が

肝
要
と
さ
れ
る
の

で

あ
る

。

堵
庵
の

思
想
は
「

本
心
を
知
る
」

と

い

う

体
験
と

相
即
不
離
の

関

係
に

あ
る

。

彼
が

説
く
本
質
的
な
倫
理
徳
同

、

例

え
ば
「

誠
」

「

孝
」

「

弟
」

を
見
れ
ば
そ
れ
は

明
ら
か
で

あ
る

。

こ

こ

で

重

要
な

の

は
、

宗
教

体
験
の

第
五

段
階
で

確
認
し
た

よ

う
に

、

「

敬
以

直
内

義
以

方
外
」

、

す
な
わ
ち

、

日
常
生

活
の

中
で

「

本
心
を

知
る
」

と
い

う

境
地
を
究
め
、

そ
の

境
地
に
照
ら
し
な
が
ら
日
常
の

倫
理
実
践
を
内
省
し

続
け
る

心
の

あ
り
方
で

あ
っ

た
。

堵
庵
の

思
想
（
な
ら
び

に

具
体

的
な
教

化
運
動）

は
、

そ
の

意
味
で
、

彼
白
身
の

宗
教
体
験
の

内
容
と

プ

ロ

セ

ス

を
言
語
化
か
つ

具
体
化
し

よ

う
と

す
る
試
み
で

あ
っ

た

と

言
え
よ

う
。

排
仏
思

想
に

お

け
る
二

様
の

ベ

ク

ト
ル

　

　
　
　
反
仏
教
者
の

言

説
の

再
検
討

森

和

　
也

　

排
仏
論
者
の

仏
教
批
判
の

力
点
の

特
徴
か

ら、

近
世
に

お

け
る

排
仏
論

は
、

社

会
的、

経
済
的、

倫
理
的

、

科

学
的
な
ど

に

分
類
さ
れ

て

い

る

が、

先
行
研
究
の

多
く
は
、

こ

れ
ら

の

特
徴
を

列
挙
す
る

に

止
ま
っ

て

い

る
。

近

世
の

時
代
的
特
質
を

考
え
た

場
合、

仏
教
を

徳
川
幕
藩
体
制
の
一

部
に

取
り
込
ん

だ

寺
請
制

度
の

存
在
が、

排
仏
論
を
主

張
す
る

上

で

社
会

的
前
提
と

な
る

で

あ
ろ

う
。

排
仏
論
が

現
実
の

社
会
と

交
差

す
る

時、

当

時
の

宗
教
制

度
に

対
す
る

態
度
を

積
極
的
・

消
極
的
い

ず
れ

に
せ

よ

明
ら

か
に

せ

ざ
る

を

得
な
い

。

こ

の

制
度
に

対
す
る

態
度
を
一

つ

の

基
準
と

し

て
、

社
会
的
な

〈

制

度
〉

と
、

制
度
に

は

関
わ

ら
な
い

〈
思

想
〉

と
の

相
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